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態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

2
0
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

加
入
手
続
き
は
、
ど
こ
で
行
う
の
？

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
市
民
生
活

課
国
民
年
金
担
当
ま
た
は
大
月
社
会
保
険
事

務
所
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
時
間

に
余
裕
が
な
く
、
窓
口
ま
で
お
越
し
頂
け
な

い
場
合
は
、
郵
送
に
よ
り
お
手
続
き
頂
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

保
険
料
（
定
額
）
は
、
月
額
1
4
、
1
0
0

円
で
す
。
な
お
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払

い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前
納
制
度

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
定
額
保
険
料
に
加
え

て
月
額
4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
さ

れ
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て

付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
は
「
2
0
0
円
×
納
付
月
数
」
で

計
算
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
1
0
年
間
納
付
（
合
計

4
8
、
0
0
0
円
）
さ
れ
た
場
合
の
付
加
年
金

額
は
2
4
、
0
0
0
円
で
す
。
付
加
保
険
料

を
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
定
額
保
険
料

を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

末
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
翌
月
末
振
替
と
、

毎
月
の
保
険
料
が
そ
の
日
の
月
末
に
引
き
落

と
し
さ
れ
る
当
月
末
振
替
（
早
割
）
が
あ
り
ま

す
。
早
割
は
月
額
5
0
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
で
前
納
制
度
を
ご
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
現
金
で
の
前
納
に
比
べ
て
さ
ら
に

割
引
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
1
年
前
納
を
口
座
振
替
で
行
っ

た
場
合
は
、
月
々
現
金
で
お
支
払
い
さ
れ
た

場
合
の
合
計
額
と
比
較
し
て
3
、
5
5
0
円

の
割
引
（
現
金
で
の
1
年
前
納
は
3
、
0
0
0

円
の
割
引
）
で
す
。

い
若
年
層
（
2
0
歳
代
で
学
生
以
外
）
の
方
や
所

得
が
無
い
学
生
の
方
が
、
将
来
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不

慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る

た
め
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
の
状
態
に
応
じ
て

障
害
基
礎
年
金
が
、
遺
族
（
子
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
）
の
方
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る

ま
で
の
国
民
年
金
の
加
入
期
間
の
2
／
3
以

上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
を
納
付
、
免

除
又
は
猶
予
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
若
し
く
は

事
故
の
直
前
の
1
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が

な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
料
が
払
え
な
い
と
さ
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

2
0
歳
に
な
り
、
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度

な
ど
の
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
に
は
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

若
年
者
－
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
を
審
査

学
　
生
↓
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査

一
般
の
保
険
料
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納

付
）
の
場
合
は
、
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
保

険
料
免
除
の
対
象
と
な
る
か
判
定
い
た
し
ま

す
が
、
若
年
者
納
付
猶
予
は
本
人
と
配
偶
者

の
所
得
の
み
、
学
生
納
付
特
例
は
本
人
の
所

得
の
み
で
判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
世
帯
主
の
所
得
が
高
く
、
保

険
料
免
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
2
0
歳
代
の
方

で
も
、
若
年
者
納
付
猶
予
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
、
学
生
の
方
は
本
人
の
所
得
が
な

い
場
合
に
、
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
※
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
み

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
－
・

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で

の
現
金
納
付
に
比
べ
て
便
利
で
お
得
で
す
。

口
座
振
替
に
は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は
？

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
？

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特
例

制
度
は
、
他
の
年
齢
層
に
比
べ
所
得
が
少
な

障
害
”
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す

納
付
猶
予
や
納
付
特
例
期
間
中
に
ケ
ガ
や

病
気
で
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

猶
予
期
間
な
ど
の

年
金
は
ど
う
な
る
の
？

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受

け
た
期
間
は
、
将
来
受
け
る
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

0
0
年
以
内
（
平
成
1
9
年
4
月
分
は
平
成
2
9
年
4

月
ま
で
）
で
あ
れ
ば
後
で
古
い
期
間
か
ら
順
に

納
付
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す（追納）。
追
納
す
る
場
合
の
保
険
料
額
は
、
猶
予
な

ど
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

3
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

に
は
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
額
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。
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